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加齢に伴い体力は低下します。さらに、自発的な運動もしな
くなると、腕や脚、背中などの筋肉や筋力が減少します。この
ような現象は「サルコペニア」と呼ばれ、サルコペニアが進
行すると健全な生活機能が損なわれます。

老化により全身の体力が衰えていくなかで、体力や健康を
維持するために最も大切な器官は口腔です。口は、食べ物
を噛んで飲み込む栄養摂取の入口です。また、会話・コミュ
ニケーションの窓口で、健康長寿と生活の質を支える大きな
役割を担っています。しかし、加齢とともに口腔にもサルコペ
ニアは起きてしまいます。舌や口唇は筋肉でもあるので、加
齢に伴いその機能が低下するのです。

これまで、口腔機能の低下は、病気として位置づけられてき
ませんでした。しかし、そのまま放置すると介護が必要な状態
にもなりかねず、近年、「口
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」という病名ができ
て、その診断基準が設定されました。口腔機能の低下は、自
覚はありませんが50歳代の約半数に存在します。
口腔機能を健全に維持すれば、健康長寿に繋がります。も
し、ご家族の食事や会話で気になることがありましたら、早期
に歯科医院で検査・診断を受けられることをお勧めします。
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4―19 ご家族やご自身でこんな症状はありませんか？
咬合力低下　咀嚼機能低下　舌口唇運動機能低下　
嚥下機能低下　低舌圧　口腔不潔　口腔乾燥

20―21 口腔機能低下症 Q＆A
検査のお金と時間は？　　自然に治らないの？
以前のように元に戻るの？　　まだ若いのですが？

ここから先は歯科医院のスタッフの方もお読みください

22―23 オーラルフレイルと口腔機能低下症
24―25 検査と評価のポイント
26―27 予防や機能回復で大切なこと
28―29 使用する検査機器と検査時間
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